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研究成果の概要（和文）：本研究から、薬剤師の職種や経験年数によって、学生時代に学ぶ必要があると考える
内容に異なる点があることが確認された。この結果に基づき、職種による違いを意識させるための病院薬剤師及
び薬局薬剤師による学修プログラム、基礎と臨床との繋がりを意識させるための学修プログラムの実践を行っ
た。さらに、薬剤師の新たな業務内容の進展として、筋肉注射実習を取り入れた教育プログラムを実践・導入し
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we observed distinctive tendency in the contents that 
pharmacists considered necessary to learn according to their occupation and years of experience. 
Based on these results, we conducted a learning program by hospital pharmacists and community 
pharmacists to raise awareness of differences by occupation, and a learning program to raise 
awareness of connection between the basic and clinical aspects of pharmacy practice. Furthermore, an
 educational program intramuscular injection training was practiced and introduced as a new 
development of pharmacists’ role.

研究分野：薬学教育

キーワード： 薬学教育　病院薬剤師　薬局薬剤師　薬学生

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現状の薬学教育全体を振り返ることで得られた本研究成果は、今後の薬学教育プログラムの構築において有用な
指針となり得る。具体的には、非医療従事者や薬剤師以外の医療従事者の薬剤師業務に対する認識を向上させ、
薬剤師との共通理解を深める教育プログラムの構築を行うことが、薬剤師が職能を十分に発揮するために必要で
ある。また、環境や経験年数を考慮した学部教育や卒後教育の充実、タスクシフトやタスクシェアによる薬剤師
業務の発展に応じたプログラムの構築も重要である。このような教育プログラムを構築・実践することで質の高
い薬剤師を育成でき、社会のニーズに応えることに繋がる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 社会を取り巻く環境は変化しており、求められる薬剤師像も変化している。その大きな変化の
一つに人工知能 (AI) の発展がある。AI 化の進展は多くの職種において、仕事内容を変化させ
ているが、薬剤師業務も例外ではない。調剤業務を中心とした機械化が進み、対物業務の効率化
が促進されている。このような社会背景より、社会から求められる薬剤師像も変化することが考
えられる。社会のニーズに対応できる薬剤師の養成が必要になるが、その基盤を成しているのが、
大学での薬学教育である。薬学教育に関する研究は、近年増加傾向があるものの、その数は未だ
少ない。また、それら一つ一つの研究は、実施した教育プログラムに対する実践的手法の検証が
多く、それぞれの手法が独立して
おり、6 年間全体を通した薬学教
育を評価した研究ではなかった。
そこで、本研究では薬学教育全体
を通した評価を行うこととした。
本研究では予備調査として、現役
の病院薬剤師 (37 名) と薬局薬
剤師 (69 名) を対象に、「学生時
代に勉強しておくべきだったと
考える内容」について、自由記述
による調査を実施した。予備調査
の結果、病院薬剤師と薬局薬剤師
では、職種に応じて必要とされる
内容に違いがあることが明らか
となった (図 1)。これらの結果よ
り、大学での薬学教育では、薬剤
師としての基盤となる部分の充
実と、学生の進路に応じた個別の
プログラムの充実が必要である
と考えた。 
 
 
２． 研究の目的 
本研究は、予備調査から得られた知見をもとに、社会から求められている薬剤師像や、薬学教

育として求められる教育内容を明らかにし、薬剤師養成のための基盤となる薬学教育プログラ
ムの充実を図る。 
 
 
３． 研究の方法 
【アンケート調査】 
●薬剤師業務に対する認識調査 
(1) 薬学部生の薬剤師業務に対する認識の調査 

2021 年 1 月～2021 年 4 月にかけて、薬学部の 1 年生～6 年生を対象として、薬剤師業務
に対する認識についてアンケート調査を実施した。「患者情報の収集」、「患者への医薬品情
報の提供」、「医療連携」、「地域医療」に関する項目、全 55 問に対して回答を得た。結果は
統計解析ソフト EZR を用いて、1 年生次の認識を基準とした時の各学年での認識を多項ロジ
スティック回帰分析にて評価した。(崇城大学薬学部生命倫理委員会 承認番号:2020-3) 

 
(2) 医療従事者および非医療従事者を対象とした薬剤師業務に対する認識の調査 

2021 年 3 月～2021 年 10 月にかけて、熊本、鹿児島、長崎の病院または薬局に所属する医
師、看護師、薬剤師および、非医療従事者を対象とし、薬剤師業務に対する認識についてア
ンケート調査を実施した。アンケート調査票は(1)で用いたものを使用した。結果は薬剤師
の認識を基準とした時の、看護師、医師、非医療従事者の認識を多項ロジスティック回帰分
析にて評価を行った。(崇城大学薬学部生命倫理委員会 承認番号:2020-3)  

 
●薬剤師業務の発展性に関する調査 
(3) 非医療従事者を対象とした薬剤師業務の発展性に関する調査 

2021 年 12 月～2022 年 12 月にかけて、全国の非医療従事者を対象として、薬剤師が新た
な業務内容へ進出することに対しての認識をアンケート調査した。現在、薬剤師が行ってい
ない 15 の医療行為について、病院、薬局、ドラッグストア、在宅の 4 つの場面を想定し、
質問項目を設定した。さらに、機械・AI に移行することに対する許容性に関する質問項目も



設定した。結果は、大規模都市在住者の認識を基準とした時の中規模都市在住者、町村在住
者の認識を、若年者と高齢者に分類し、多項ロジスティック回帰分析にて評価した。(崇城
大学薬学部生命倫理委員会 承認番号:2021-2) 
 

●薬学教育に対する認識調査 
(4) 病院薬剤師および薬局薬剤師を対象とした薬学教育に対する認識の調査 

2023 年 9 月～2024 年 2 月にかけて、全国の病院薬剤師および薬局薬剤師を対象として、
薬学教育に関する認識をアンケート調査した。「学生時代の勉強が役に立っていると考える
分野や領域」、「学生時代に勉強しておくべきだったと考える分野や領域」、「現在、勉強した
いと考える分野や領域」について調査した。病院薬剤師と薬局薬剤師の職種による違いと、
薬剤師としての経験年数 5 年以上と 5 年未満の職歴による違いを、Fisher の正確検定およ
びコレスポンデンス分析にて評価した。(崇城大学薬学部生命倫理委員会 承認番号:2023-3) 

 
 
４． 研究成果 
【アンケート調査結果】 
(1) 薬学部生の薬剤師業務に対する認識の調査 

薬剤師業務に対する認識は、全体的な傾向として学年が上がるにつれて徐々に高まり、5
年次をピークとし、6 年次に低下する傾向が認められた。この結果から、薬学部での学部教
育により徐々に薬剤師業務に対する理解が進んでいくことが示唆された。一方、5 年次から
6 年次に認識の低下が認められたのは、5 年次までに形成された理想的な薬剤師像が、5 年
次の実務実習において、他の医療従事者や患者との関わりを経験し、実現可能な社会的薬剤
師業務を認識・理解した可能性が考えられた。 

 
(2) 医療従事者および非医療従事者を対象とした薬剤師業務に対する認識の調査 

薬剤師業務に対する認識は、薬剤師と非医療従事者とでは、薬剤師業務に対する認識に大
きな差が認められた。また、医師や看護師では薬剤師の基本的仕事内容についての認識は、
薬剤師と類似しており、医療従事者同士で共通認識があることが分かった。一方、近年推進
されている「医療連携」や「地域医療」の分野では、薬剤師と比較し、医師や看護師の認識
が低く、医療従事者間で認識のずれが存在することが明らかとなった。この結果から薬剤師
としての専門性を発揮するためには、第一義として非医療従事者や他の医療従事者に薬剤
師の医療における役割を理解してもらう必要があることが示された。さらに学部教育にお
いては、多職種連携や地域医療に関わる分野での教育の充実が必要であると考えられた。 

(Questionnaire survey on pharmacists’ roles among non- and health care 
professionals in medium-sized cities in Japan. Scientific Reports. 13,5458 (2023)) 

   
(3) 非医療従事者を対象とした薬剤師業務の発展性に関する調査 

高齢の非医療従事者の場合、薬剤師が新たな医療行為を行うことに対し、居住する都市の
規模によって許容度が異なっており、大規模都市在住者、中規模都市在住者、町村在住者の
順に許容度が高かった。一方で、若年の非医療従事者では居住都市の規模に関わらず、新た
な医療行為を行うことに対して、高い許容性が認められた。これらの結果から、居住地域の
特性や年齢に応じた薬剤師業務の効率化やタスクシフトの重要性が示唆された。 

 
(4) 病院薬剤師および薬局薬剤師を対象とした薬学教育に対する認識の調査 

「学生時代の勉強が役に立っていると考える分野や領域」については、職種や経験年数に
関わらず、臨床系の科目を中心に類似した項目が多く抽出された。一方で、「学生時代に勉
強しておくべきだったと考える分野や領域」、「現在、勉強したいと考える分野や領域」につ
いては、職種や経験年数により違いが認められた。本調査により、将来の職種に応じた学部
教育プログラムの充実や、卒後教育プログラム実施のための指針となる重要なデータが得
られた。 

 
 
【研究結果より実施したプログラムの実践】 
(1) 筋肉注射実習 

薬剤師業務の発展性に関する検討において、海外では薬剤師も実施可能なワクチン接種の
導入効果を検証した。薬学部 4 年生を対象とし、シミュレータを使った筋肉注射実習を実践
した。実習前後の実技について、シミュレータによる判定、およびビデオ撮影した実技を担
当教員 (医師) 2 名が別個に評価表に基づいて評価した。さらに、実習前後に筋肉注射の技
術に対する知識、実習に対する満足度、筋肉注射に対する意識、実習の改善点や他に行って
欲しい実習等についてアンケート調査した。結果は統計解析ソフト EZR を用い、McNemar 検
定にて評価した。(崇城大学薬学部生命倫理委員会 承認番号:2021-1)  
筋肉注射の知識に関する評価では、実習前の正答率 58.5％から、実習後には 97.9％に上

昇した。また、実技に対する評価では、穿刺角度、穿刺深度、針先の固定、穿刺部分の圧迫



の項目で特に改善が認められた。さらに、実習に対する満足度は高い結果が得られ、筋肉注
射に対する自信を問う項目では肯定的な回答の割合が上昇した。これらの結果より、学部教
育での筋肉注射実習が、薬剤師の新たな業務内容の実践に繋がる可能性が示唆された。 
(実務実習事前学習における上腕筋肉注射シミュレータを用いた筋肉注射実習の導入とそ

の効果検証. 薬学教育. 6,257-261 (2022)) 
 

(2) 薬剤師の立場から考える有機化学の知識の応用に関する講演 
調査結果より、臨床系科目の分野は現在の業務内容に役に立っているとの回答が多く得ら

れた一方で、基礎系科目が役に立っているとの回答は少数だった。しかし、経験年数ととも
に「学生時代に勉強しておくべきだったと考える分野や領域」または「現在、勉強したいと
考える分野や領域」として基礎系科目の分野や領域を回答する割合が増加した。これらの結
果より、基礎系科目を臨床現場での活用するための理解が必要であると考えた。今回は、基
礎系科目の１つである有機化学が臨床現場で実際にどのように役に立つのか学生への意識
付けをするために、現役薬剤師を講師とした講演会を実施した。 

 
(3) 病院薬剤師及び薬局薬剤師の立場から考える薬学教育に関する講演 

調査結果より、病院薬剤師と薬局薬剤師では、求められる学修内容に違いが認められた。
それらを考慮した上で、具体的にどのような学修が必要なのか考えるきっかけを作るために、
現役の病院薬剤師または薬局薬剤師を講師とし、現在の業務内容や事例を踏まえた上で、学
生時代に学ぶべきと考える内容に関する講演会を実施した。 
 

(4) 薬学教育研究者による薬学教育の課題と今後の対策を議論する研修会 
 新たな薬学教育プログラムを開発するためには、現在の課題を理解した上での検討が必要
となる。そのため、教育研究のプロフェッショナルを講師とし、現在の薬学教育の課題と今
度の対策を議論する教員向けの研修会を開催した。 
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